
領域 評価の観点 評価項目 平均 成果 課題 改善策 学校関係者評価委員意見

1
ホームページや各種通信等により、適宜、保護者・地域への情報提供
を行う。

3.2

2
中高連絡会等を実施し、学校の取組等について詳細な情報提供を行
う。

3.3

3
設置趣旨を踏まえ、学校の教育活動等について、県のみならず他府
県等にも、広く情報提供を行う。

3.2

4
高校生地域貢献事業や学校行事等を通じ、学校近隣地域の美化等に
貢献する。

3.2

5 地域の活動等に対し、学校体育施設を開放する。 3.1

6
学校評議員会を各学期に実施し、意見聴取等を通じて学校運営の改
善に活用する。

3.3

7 評議員の学校行事等への参加を通じ、教育活動等の改善を図る。 3.2

8 年次会や各委員会等を適切に実施し、職員の共通理解を図る。 3.4

9
校務運営委員会や職員会議等を通じ、各部・委員会等の意見調整を
行い、円滑な校務運営を推進する。

3.5

業務のIT化・効率化 10
教務支援システムを導入し、生徒の出欠管理や成績処理、諸帳票の
作成等に係る業務の効率化を図る。

3.5

超過勤務の縮減 11 ノー残業デーの設定等により、教職員の超過勤務の縮減を図る。 3.1

12
生徒指導方針について、全職員の共通理解を図り、一体となった指導
体制を整備する。

3.3

13 関係機関等との連携を密にし、より実効性のある生徒指導に努める。 3.2

14
必要に応じ、個人面談や家庭訪問等を実施し、生徒への理解を深め
る。

3.4

15
高校生心のサポートシステムを活用し、キャンパスカウンセラー等によ
る研修会の実施等を通じて指導法等の共通理解を図る。

3.3

生徒の自主性を育む指導
の推進

16
生徒会を中心に、行事や部活動の運営に取り組み、生徒の自主的な
活動の機会を設定する。

2.6

17 生徒の卒業を見据えた進路指導計画を作成する。 2.9

18
外部講師等による進路講演会等を実施し、生徒の職業観の醸成を図
る。

3.4

教科指導力の向上 19
公開授業週間の設定等により、教職員相互の教科指導力の向上を図
る。

3.1

校内研修の実施 20
学校等の諸課題について、適宜、研修会を実施し、教職員全体の資
質向上を図る。

3.3

校外研修の活用 21
年次研修等を活用し、教職員のライフステージや社会の変化等に対
応した資質の向上に努める。

2.7

危機管理マニュアルの策定 22
学校の実情に応じた危機管理マニュアルを策定し、適宜、実際の対応
への訓練等を行う。

3.3

家庭等と連携した危機管理
体制の充実

23
家庭・地域・関係機関等との連携を密にし、実情に応じた危機管理体
制を構築する。

2.8

生徒の危機管理意識の醸
成

24
危機管理について、適宜、生徒への情報提供を行い、生徒の危機管
理意識の向上を図る。

2.8

生徒の学力把握と評価基準
の設定

25
小テスト等を活用し、生徒の学力把握に努めるとともに、各教科で適
切な評価基準に基づいた評価を実施する。

2.9

個に応じた学習指導の充実 26
少人数授業を実施し、生徒一人ひとりの学習状況に応じた指導を行う
とともに、必要に応じて、補習等を実施する。

2.9

多様なニーズに対応した教
育課程

27 生徒の幅広い学習ニーズに対応した教育課程の編成を推進する。 3.1

計画的な学習等の指導 28
生徒の学習状況等に応じた受講ガイダンスを行い、計画的な学習等
についての指導を行う。

3.1

29 学校の特色等を踏まえた学習テーマを設定し、計画的に取り組む。 3.2

30
生活体験発表会等を活用し、生徒の体験等に基づいた取組を推進す
る。

3.4

教職員の共同体制の確立 31
総合的な学習の時間に係る計画等について、委員会等を通じ、教職
員の共通理解を図る。

2.9

両校の共同体制の構築 32
交流及び共同学習に係る委員会等を実施し、両校職員の共通理解を
図る。

3.4

共同の学びの拡充 33
両校生徒が共に学ぶ教科・科目や学習形態等について、研究等を進
めながら、その拡充を図る。

3.1

共同の学校行事の拡充 34
校内で実施する行事だけでなく、遠足等、校外で実施する行事につい
ても、両校共同で行うよう取組を推進する。

2.8

両校生徒による部活動の実
施

35
同じ部活動において、両校生徒が、ともに練習等に取り組み、交流や
相互理解を深める。

3.4

36
学校の特色等を踏まえ、学校設定教科・科目において、関係機関等と
連携した取組を推進する。

3.5

37 座学にとどまらず、手話の学習等、体験的な学習の実施を推進する。 3.6

教職員の共同体制の確立 38
ノーマライゼーション教育の推進に係る取組等について、委員会等を
通じ、教職員の共通理解を図る。
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・進路を実現させる科目設定を検討できないものか。（例）理系大学を視野に入れた、科目の設定など
・夏休みなどの長期休業期間を利用して受験用の補習なども実施することができた。
・ひとりひとりの状況を鑑みて、複数の教員が関わって受講登録の面談を行うことができた。
・受講登録に際しては、複数の教員で生徒の学習計画を見直し、きめ細かい指導を行うことができた。
・生徒一人ひとりに応じた受講ガイダンスが行われている。受講のガイダンスや面談は十分に行われている。
・生徒毎に個別に受講ガイダンスを行い、個別に時間割を作成している。
・個別に受講ガイダンスを行い、指導にあたっている。
・受講ガイダンスを担任が一人当たり複数回きめ細やかに行った
・受講登録について、各部の教員で計画的な受講登録ができた。
・受講登録の際には各部の先生方が丁寧に個別面談等をされていたので、それぞれの生徒に合った授業が選択できている。
・ノーマライゼーションの実施など特色ある教育課程の編成に努めている。

・学習歴の多様さもあり、すべての生徒の興味・関心を集める授業構成が難しい。
・生徒側のニーズがはっきりしない
・開校1年目で、教員数も少ないため、幅広いニーズに応じた講座を開講できていない。４年次まですべてそろう
までは特色ある教育課程を編成することは難しいと感じている。逆に言えば、生徒にとって興味のない科目もとっ
ていかなけれならないので、生涯学習を見越して、教養の幅が広がる学習計画を立てさせていく必要がある。普
通科という事もあるのか、思ったよりも選択できる科目が少なく、幅広い学習ニーズに対応できているかわからな
い。
・テストの時間割や、自分の受けている授業等について把握するのが難しい生徒もいた。
・受験用講座の補習が実施しにくい。

・教員数が増えるに従って、様々な講座を開講する。
・個別対応の充実。
・担当者を決めて早くから計画的に実践する。

・今後、更なる授業研究等を行い、わかることの楽しさ、そしてその先の目標が見えるよ
うな指導の在り方を考えたい。
・生徒の実態を把握し、授業や教材により一層の工夫をして、生徒の意欲向上に努める。
・生徒の学習状況把握のための基準を定め、それに応じて小テスト等を実施する。
・習熟度別クラス制の導入、また、長期休暇を利用した補習等の実施でカバーする。
・教材の工夫、長期休業中の課題や補習の充実。今以上の個別の対応をしていく。
・数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ａ・Ｂの連携の把握及び教材作成を実施する。
・適宜補習等を実施する。

・公開授業や研究授業、各種研修会を通して資質向上を図っている。
・公開授業週間や研究授業等により、教職員がお互いの授業を見ることができるので、自分の授業の振り返りや反省点を見出すことができ、指導力の向上につながる。研修会も適宜行われており、勉強になる。
・研究授業を行い、自らの指導力向上に役立てることができた。
・公開授業週間の実施により、自分の教科だけでなく、他教科の教員の授業を見学するなど、教職員相互の指導力向上を図っている。
・研究授業や公開授業等、指導力を高める試みが定期的になされた。
・公開授業やオープンハイスクールでの体験授業に積極的に参加、実践できた。
・公開授業週間の設定により、教科指導力が向上されている。
・公開授業や教育課程委員会でのアンケート集約及び改善策についての話し合いにより、他教科とも意見交換ができ有効であった。
・同一教科の教員の授業見学は参考になった
・各教科の人員が増えていくにしたがって、教科内での情報の共有や研修が計画的にできるようにする。
・9月に情報セキュリティ研修を行い、情報機器の取り扱い等の理解を深めることができた。また、1月には、不登校支援研修会を行う予定である。
・外部講師を招いた職員研修は興味深いテーマが多く、勉強になる。
・校内研修により、知識を深めることができた。
・不登校生徒の支援や生徒指導についての研修会など、校内研修を通じて、共通理解と資質の向上につながっている。
・初任者研修中の先生の報告会が実施された。
・初任者や新卒教員への計画的な校内研修を充実させる。（特に初任者研修の校内での位置づけを行う）
・新着任教員（特に非常勤講師）へのガイダンス（教務、総務、生徒指導）を丁寧に実施する。

・情報セキュリティー研修を実施し、情報の危機管理を学んだ。
・危機管理マニュアルが策定された
・危機管理マニュアルの一部校正に寄与した。
・危機管理マニュアルでは細かいところまで示されているので、万一のときでも見てすぐわかりやすいものになっている。
・総務部との連携により、救急体制の見直しを行うことによって、本校及び地域の実情に応じた危機管理マニュアルを作成することができた。
・防災訓練が実施され生徒の防災に対しての意識を高めることができた。特別支援学校、伊丹市立と協力した形の危機管理体制づくりが必要である。
・本校の実情にあった危機管理マニュアルが作成されている。今回初めての避難訓練が行われれ、緊急時の対応について意識が少しづつできつつある。
・火災発生時の避難訓練を行い、緊急時の避難経路等を確認した。1月には、地震発生時の避難訓練も行う。
・警報発令時や計画停電時の対応について、保護者への通知を行った。
・多部制の実情に応じた避難訓練を実施することができた。避難訓練は適切に実施されている。
・担任・部と専門部が一体となって、家庭・地域・関係機関等との連携を密にして生徒指導に取り組んでいる。
・各部ごとに、避難訓練等を実施し、避難経路・方法等共通理解できた。
・３部において長期休業中の緊急連絡先を開設して頂き、期間中、定期的に確認した。
・学校行事などを利用して生徒の緊急連絡先の更新も実施できた。
・防災訓練等を通じて、生徒の危機管理意識が向上した。

・次年度の救急対応訓練を含めた保健指導計画を立て、順次計画的に実施する。
・年１回、①救命救急法（AED・心肺蘇生法等）研修②校内又は校外での生徒の事故を
想定した救急対応訓練を行う。
・今後、さまざまな場面を想定しての避難訓練、また研修を通して職員の危機管理意識
の向上を図ることが大切である。
・学校の実情に合った危機管理マニュアルを策定する。
・職員会議や避難訓練時等に、危機管理マニュアルを職員全体で共有して共通理解を図
る。
・全教育活動を通して、生徒の危機管理意識を向上させる。
・訓練等の状況をみて、対策を考えていく。
・危機管理を目的とした講演会を実施する。

・英数で夏季補習を実施して状況に応じた学習指導を行った。生徒の状況にあわせ対応している。
・基礎学力テストを試行できた。
・数学において毎時、小テストを実施するなど授業内容の定着を図った。
・夏季休業中に各教科から課題を出す等、生徒の学力向上のための試みがなされた。
・夏季休業中に補習授業を行った教科があった。
・授業時間外の補習等を通じて、生徒の学力向上が見られた。
・体験的な授業や視聴覚教材を用いるなど「わかる授業」の工夫や研究が必要である。
・小テストの活用や個別補習がよく、実施されている。
・小テストを実施したり、場合によっては小中の内容を学び直したりして学力向上に努め、適切な評価基準に基づいた評価を実施している。
・毎回の小テストなど、細かく生徒の理解をチェックし、生徒の学力の向上、学習に向かう態度の改善をめざし、少しずつではあるが成果がみられた。
・テストの点数だけでなく、生徒の意欲や取り組みを成績に反映することができた。
・授業においては、実情に応じた習熟度別講座を開設し、実践した。
・ティームティーチングや習熟度別クラス編成など生徒に適した授業内容を検討する。
・どの授業でも、生徒の理解度に合った授業展開がされている。受講生徒数が少ない授業では、より一層個別の習得度に合った指導がされている。

・生徒が学業に対して嫌悪感を持たないように、さらに教材に工夫が必要か。
・生徒の学習に対する意欲が低く、学習することの意義、目的が見いだせていない生徒が多い。
・生徒達の学習に対する意欲や学力に差があり、到達目標を適切に設定することが難しい。
・授業内容が浅いものとなってしまう。
・小テスト等の実施の有無は、各教科、各教員間で異なる。
・各授業クラスでは、生徒それぞれの学習状況が大きく異なる。
個人の能力差が非常に大きいので、内容等の抜本的な見直しが必要である。生徒の理解度の差が大きく、評価
も難しい。また進学希望者への補習も少ない。小、中学校から、勉強がわからないままの生徒もいる。
・生徒の学習の進み具合に大きな差があるクラスでは、授業時間中に個々の習得度に合った指導がしにくい。
・学力差が大きい
・生徒の学力把握がなお必要。

・二回目以降の特別指導が日数の微調整だけで、マンネリ化に向かっている気がする
・問題行動の発生件数が減少しない。
・問題行動を起こしているにも関わらず、本人や家庭に連絡すら取れない生徒に対して、どのようなアプローチを
できるか。
・面談日は生徒指導上非常に有効なので、後期にも一日入れる。
・まったく登校できない生徒へのケアをどうするか。
・特に問題のない生徒への声掛けが不足している。
・カウンセリング希望者が少ない。
・生徒への周知がまだ徹底できていないところもあるので、今後気軽に相談できるように生徒に働きかけていくこ
とが必要。
・県の事業により回数の増えたキャンパスカウンセラーの一層の有効活用と相談体制の拡充が必要。
・各クラブで顧問のＡ・Ｂ勤務者の配置。
・生徒会活動を十分に活用できなかった。
・生徒会では、生徒主導というより、教師から働きかけることが多かった。今年度は大きな問題行動もなく、円滑
に生徒指導ができた一方で、不登校等で心のサポートを必要とする生徒の案件には十分に踏み込めない部分が
あったと思う。今後は生徒の進退に関わってくるので、受け身でなく、積極的な働きかけをしていく必要があると
感じている。キャンパスカウンセラーはまだあまり生徒に浸透していない。

・対象者に応じた相談を図るため、年代の異なるキャンパスカウンセラーを配置する。
・キャンパスカウンセラーとの連携・協議を深めることにより、相談の充実を図る。
・気軽に相談できるように、生徒に周知していく。
・心のサポート委員会や学校保健委員会に、キャンパスカウンセラーの有効活用の方法
を諮る。
・部主任や担任に限らず、専門部も協力して家庭訪問、個人懇談を行う。特に登校でき
ない生徒に関しては専門部が協力するのがよい。
・生徒会執行部によってさまざまな啓発ポスター等を作成できるよう指導する。
・生徒指導方針については、今後のこの学校全体がどういう方向に向いていくのかを決
める大変重要な方針である。今後、全体の共通認識を図るため、ますますの議論が必要
である。
・教師の働きかけは最低限にし、生徒が主体的に活動できる土台をつくる。
・年間行事計画段階で検討する。
・分掌段階で検討する。
・全職員が一生懸命やっているのに、特別指導が連発する状況の中、名案が浮かんで
こない
・関連する学校（中学校・高等学校）や関連機関との連携の強化を具体化する。
・自らが関わることの大切さを理解させるために生徒会の重要性をアピールする。

・進路希望別のガイダンスが実施されるなど、生徒の進路に関する意識を高める試みがなされた。
・日常的に進路を考える機会をもつ。（ガイダンス室の常時利用）
・進路を念頭に置いた補習や補充に実施
・生徒の希望別の進路説明会や、外部講師による講演会等が実施された。
・進路ガイダンスを1年次より実施することにより、職業観を拡大した。
・進路別ガイダンスを実施
・外部講師の講演により社会で働くことの意義を理解し始めた。
・外部講師により進路ガイダンスでは、具体的に関心をもって話を聞き、進路について考えるきっかけになった生徒がいた。
・外部講師による講演が行われ、生徒の職業観を培う良い機会となっている。総合的な学習の時間での外部講師の進路講演会は回数、内容ともに十分であると感じる。
・ハローワーク学卒部門及び地域の企業担当者による講演会や職業分野別の進路説明会を実施し、生徒の職業意識向上に努めることができた。
・進路アンケートの実施で卒業後の将来の意識づけを行った。
・進路に関する研修会の開催等で、進路への知識を得ることができた。
・総合的な学習の時間において、進路講演会等を行い、生徒の職業観の醸成を図ることができた。
・総合的な学習と連携しながら、外部講師を招くことができた。
・「総合的な学習の時間」などを利用して、進路に関する意識の向上を図った。
・１年目の準備としては計画通り進んでいる。

・次年度より卒業生も出てくることが予想されるので、生徒の卒業を見据えた進路指導計画の作成と（進学・就職
とも）進路開拓が必要。
・まだまだ生徒の進路に関する意識は低く、自分のこととして捉えられていない。
・まだ１年次ということもあり、進路に対する意識が低い。他の高校生に比べると、勤労意識は高いが、将来的な
ビジョンは持っていない傾向にある。卒業後の進路指導に尽力していきたい。
・指定校推薦や就職先の開拓
・卒業生がいないため、進路の方向がわかりにくい。
・来年度は独立した校務分掌とすべきであろう。
・緊張感が足りなかった
・具体的な進路（進学先、就職先）が開発されていない。
・進学について　受験資格と合格基準に対する本校の具体的な対応
・就職について　受入企業の開拓

・１年次～３（４）年次の進路指導計画を今年度内に作成し、次年度当初より、その計画
に従って指導する。
・各関係機関からの情報収集に努め、進路開拓を拡充する。
・平常授業時にも折に触れて進路意識を高める話をする。
・税に関する知識を教える機会を設ける。自己の将来の仕事について意識を高めること
ができるのではないか。
・定期的に進路について考えさせる行事やＨＲなどを行っていく。
・可能な限り多くの職員で、説明会や職場訪問で開拓する。
・市役所、職業安定所、中小企業センターなどの関連施設との連携をとる。
・生徒の希望する進路へむけて、個別指導を増やしていく。
・短期的な目標の設定を行う

・自分の授業もあり、なかなか研究授業や公開授業に参加することができない。
・公開授業の特別な準備はできなかった・準備期間が十分でなかった。
・研究授業を1クラスしか行うことができなかった。
・各教員の勤務時間が異なるため、積極的な授業参観ができなかった。
・時間割や職員数の関係上、公開授業の参観者が少ない。
・研究授業や授業アンケートの継続的な実施。
・多部制のため、職員全員が参加できる日程が少ない。
・教科指導の準備や研修等に、十分な時間が確保できていない。

・他校の取り組みも参考にし、さらなる指導力向上に努める。
・前期後期にそれぞれ研究授業を行う。
・授業参観をした感想用紙を、一人最低1枚は出すように設定する。職員数が増える来年
度以降に公開授業や研修の充実を期待。
・計画的な実施と事後の研究協議を予定表に入れる。
・早めに講師依頼等をはじめ、研修会や講習会等を充実させる。
・計画的な準備を教科で準備・検討する。

・学校案内のホームページにどこも同じな鉄筋の校舎の写真を飾るより、ほかとは違うこ
んな学校ですよという中身を発信すればより良いのではないかと思います。
・ホームページに関しては、各月の行事予定を載せるなど、簡単な内容で、更新回数を増
やす。
・定期的な更新をするために、決まった日時を更新日として設定する。
・部活動や学校行事等のページを追加する。ホームページ担当の分掌を設置。
・地域への情報発信の方法を増やす。
・オープンハイスクールの平日実施と保護者会の土日実施。
・年数回の保護者会を実施する。
・清掃活動を2ヶ月に1回にするなど、もっと生徒を外に出してやって、地域貢献させても
いいと思う。
・生徒に清掃ボランティアを呼びかけ、少人数で日常的に地域清掃を実施する。
・１部においては毎日の清掃活動が行いにくいため、日々の掃除の習慣がない。せめて
木曜日は全員参加の形で清掃することを定着させる。
・決裁などの緩和。
・3月末に実施予定。
・門の開閉を当番制にするなど。
・日常的に学校の美化の維持に努め、生徒に意識づけしていく。地域の方々との交流も
深める。
・人員不足　勤務シフトの相違　時間不足などの克服
・大人数の参加に対応できる設備人員が必要

・各委員会の開催ができ、情報の共有ができた。
・会議、委員会の場のみならず、日常的な場面（職員室での雑談的？な会話）においてさまざまな問題が話し合われている。
・現在は職場が比較的コンパクトなため会議での意志疎通が容易に行えたと思う
・全職員が参加可能な職員会議の開催を検討する。（授業を6・7限を休講にするなど）
・各委員会等は適切に行われており、職員の共通理解は図られていた。
・心のサポート委員会や、交流及び共同学習委員会等を通じ、要配慮生徒の共通認識を深めたり、交流及び共同学習の改善を図った。
・心のサポート委員会などの実施により、問題のある生徒についての情報共有が出来ていた。
・定期的に校務運営委員会、職員会議を行った。
・定期的に各委員会や会議が実施されているし、職員会議においてその委員会・会議の内容が報告されるので、委員会や会議に参加していない教職員にも共通理解が図られている。
・隔週の職員会議で共通理解を図ることができている。年次会や各委員会は適度に実施されているように思う。
・各部よく連携し校務の運営はスムーズであると感じる。
・部会議を必要に応じて定期的に実施し、各担任、共通認識のもとにクラス運営を実践できるようにした。
・会議、研修会、打ち合わせ会を通して職員の共通理解を得られている。
･教育課程委員会、心のサポート委員会、1部会、2部会、3部会等の実施や情報伝達で、職員の共通理解を図った。
・各部、委員会の意見調整を行い、校務運営を推進した。
・校務運営委員会と職員会議を月2回定例とし、弾力性のある運営に努めている。

・新しい学校で、初めてのことも多く今後多くの課題が出てくると思われる。
・部会や教科会議時間の設定
・多部制のため、生徒対応等で出席できない先生もあった。
・職員会議に全員が出席できない状況は厳しい。
・職員会議について、授業の関係でほぼ参加できなかった職員もいる。
・授業の関係上、常に会議、委員会に出席できない教員がいる。
・年次会を行うために勤務シフトの変更が必要な場合があった
・他教室との情報交換、連携がうまくとれなかった。現状も把握できていない部分があった。

・職員会議を毎週木曜日と固定しないことは可能か。
・会議、委員会の開催曜日を週ごとまたは月ごとにずらしていく。
・出席できなかった先生への連絡を、十分にする。
・会議のメンバーのかけもちを極力減らす
・普段より、様々な場面で意見交換をしていくことが必要である。
・時間割作成での調整
・部会議の定着化を推進する。

・ホームページが新しくなった。ホームページにノーマライゼーション通信を掲載することで、本校で特色ある教育を実施していることを広く情報提供できている。
・ホームページのリニューアルにより、見やすくなったうえ、ノーマライゼーション通信の配信もあり、充実している。
・ホームページを再構築してより見やすい内容にすることができた。
・学校行事の様子を画像などを交えながら紹介して、内外に幅広く情報発信ができた。
・ホームページを全面的にリニューアルしてレイアウトを改善して、情報提供のコンテンツが増加した際に対応できるようにした。
・ＨＰがリニューアルできた。
・ホームページに「Ｈ２４年度時間割マスター」がアップでき、生徒・保護者・地域への情報提供ができた。
・ホームページが見やすく刷新された。
・ホームページで各種情報提供やノーマライゼーション通信のデジタル版を作成することで、迅速な情報提供が行えた。
・一年目で、まだ内容が十分に充実しているとは言えないが、ＨＰをリニューアルしたことで、見やすくなった。
・ホームページの内容が精選された。
・ＨＰが刷新され、より見やすく一般の方々に親しみやすいものとなった。
・こまめにホームページを更新し、多くの人の目に触れる機会を多くする。
・ホームページの利用を広報だけでなく学校活動でも活用できるようにする。
・ホームページがわかりやすく工夫されており、学校からの情報発信ができている。
・本校生徒による学校周辺の清掃活動も定期的に行われた。
・ホームページや各種通信等により、適宜、保護者や地域への情報提供を行うことにより、本校への理解が深まったと思います。
・情報発信の努力はしている。
・『学校案内』が作成できた。
・部通信の定期発行により、学校の様子や行事予定、各種連絡事項などを保護者に向けて情報提供することができた。
・中高連絡会、中学校訪問により学校の指導方針、現在の状況、現状の課題など情報の提供、共有することができた。
・生徒向け、保護者向けの内容も取り入れることもよいのではないか。
・中学校の情報を得る機会が数回あった。
・中高連絡会やオープンハイスクールの実施で学校の情報提供を行った。
・機会あるごとに情報発信や情報提供がなされている。また、関係機関からの要望にも対応できている。
・学校長の東京での発表やパンフレットの作成、他府県からの視察の受け入れなど広く情報提供を行った。
・他府県からの視察があったり、情報提供が良くできているように思う。
・節目節目で全校一斉での地域清掃ができた。
・日々の見回りと清掃活動、生徒と合同の学校周辺清掃活動によって地域の美化に貢献できた。地域の状況も依然に比べ改善された。
・学校行事の大清掃で学校近隣の美化に貢献している。
・長期休業の前に全校一斉清掃として、近隣地域の美化活動ができた。
・校外清掃を2回、実施することができた。
・7月と１２月には、全校一斉清掃活動を実施し、学校周辺・地域の清掃活動ができた。地域とのかかわりがもてよかった。また、各種通信等の発行で情報発信できた。
・地域貢献事業として、全校一斉清掃を行い、地域に貢献できた。
・全校校内一斉清掃では、校舎内だけでなく、学校周辺の清掃活動を行った。また１月には、高校生地域貢献事業として、学校周辺における花の植栽を実施予定である。
・地域の理解と地域へのはたらきかけは、今後ますます必要になってくると思うが、今年度はその礎が築けたと感じている。
・地域貢献事業等を通じて、地域の活性化に寄与できる学校を目指していきたい。
・年賀状作成支援の地域貢献を実施した。
・「総合的な学習の時間」においてプランターを製作し、地域の団地、幼稚園、小学校などに設置することで周辺地域の環境美化に大いに貢献することができた。
・地域のスポーツ団体に対し、グラウンドを開放した。
・積極的に学校体育施設を開放することができている。
・体育大会や生活体験発表会で保護者・地域への情報発信を行った。
・評議員の方を招いて、ノーマライゼーションの授業で、講義をしていただいた。
・評議員の方を講師として招き、専門性の高い講義を行った。

・本校の教育活動をより多くの方に知っていただくための取組が必要である。
・ホームページの更新のスピードが遅い。
・更新の頻度が少なくなっている。
・ＨＰの定期的な更新（更新の時期を決めておいてもよいのではないか）。
・ホームページ、各種通信とも、更新が思うように行えなかった。
・本校のミッションやめざそうとするところを、さらにどのように情報発信していくか。
・更新の頻度を増やしていくことにつながる仕組みがなかなか確立できていない。
・ホームページの内容の更なる充実。本校は教育業界では知名度が高いが、まだまだ知られておらず、教育関
係者からもどのような学校なのかと聞かれることが多い。特にどの程度共同の学びを実施しているのか等の質問
が多く、授業が成り立っているのか半信半疑といった印象を受ける。
・保護者への情報提供はまだ少ないと思う。
・送付した書類の内容を保護者が把握されているかどうかが、確認しずらい。
・職員が手分けをして地域の中学校へ行き、学校の情報発信や卒業生の状況等を伝える機会を増やす。
・オープンハイスクールにおいて、保護者の土日開催希望を実施できるかどうか。
・日常的に地域を清掃する機会を設けることはできないか。
・清掃活動をさぼったり、その日は休んだりする生徒が多いため、より多くの生徒を参加させることが必要。
・地域貢献授業の一般参加者数が少ない。
・日常的に学校内、学校周辺等の美化の取り組み。より一層地域の方々との関係を築いていく。
・地域貢献事業としての清掃活動が、年間に2～3回では少し少ないように感じる。
・少年サッカー等に学校施設を開放しているが、今後さらに盛んになった時の職員の分担。
・休日の体育施設解放に際して、門の開閉を一定の人の負担にならないようにしなければならない点。
・時期的に遅かったこと　PR不足などにより参加者が少なかった
・プリンターの順番待ちの発生
・新設校であり、それぞれの事業が初めてであり、今後の課題が多い。
・学校評議員会の成果が伝わりづらい。
・学校評議員制度のさらなる活用。
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実践目標

・教務支援システムを導入し、生徒の出欠管理や成績処理、諸帳票の作成等に係る業務の効率化を図っている。
・効率的な成績、出席管理が行われた。
・生徒の出欠状況を家庭に郵送するなど細やかな取り組みがなされている。
・通知表を教務部で一括作成するなど担任業務の軽減が図られている。
・教務支援システムの利用により、生徒の出欠入力がスムーズに行われている。
・教務支援システムは大きなトラブルなく運転されている。
・作業効率、勤務時間の適正化が図られている。
・教育支援システムの導入で、生徒の出欠状況、成績などが一括管理でき、個人情報の漏洩なども未然に防ぐことができている。
・入力したデータの点検を確実に実施する。
・教務支援システム、そしてそれを中心になって管理して下さる方の存在があることで、大変スムーズであったと思う。
・用途に応じた色々な書式の要望に応えていただき、効率的に業務を行うことができた。
・ノー残業デーの設定により超過勤務時間を減らすことができている。
・教職員の超過勤務は他校に比べ少ないと思う。
・定時に帰りやすい雰囲気ができたと思います。
・ノー部活デーの実施で、教職員の勤務時間の縮減を図っている。
・帰宅しやすい雰囲気ができ、ノー残業デーは重要です。
・ノ―残業デーの存在感はそれほど高くない
・ノー残業デーの設置により教職員の精神的安定は維持できている。
・ノー残業デーの日には昼の打ち合わせの時に言ってくださるので、忘れずに定時退庁できる。
・ノー残業デーでは、各教職員が定時に退勤できるように努め、超過勤務の削減を図った。

・教科の出欠を入力する時期が担当者によっては遅い時もあり、担任が一日の出欠を確定させるのが遅くなるこ
とがあった。
・成績入力時のミスやシステム上のトラブルが起こりやすい。教務支援システムは大きなトラブルはないが、小さ
なトラブルが多い。操作性は悪い。
・今後職員が増えたときのＰＣ設置場所の問題。
・職員の健康保持。
・現状では勤務時間内に業務を納めるのが難しい。
・定時退勤ができていないこともある。
・残業をしなくて済むように早めに出勤するがこれも事実上の残業みたいなものである
・生徒指導などで定期的な「ノー残業デー」が実践できずにいた。

・教科担当者による出欠入力の期限を設ける。
・教員間で、声を掛け合うなどして、ノー残業デーの意識を定着させる。
・人手による管理体制を確立する。色使いやアラートなど、ヒューマンエラーを事前に防ぐ
ような機能を実装してもらうようエンジニアに依頼する。
・数学や国語準備室の配置変えも含めて検討する。
・休憩できる場所の確保。
・仕事の絶対量が減るしか根本的な対策はないであろう

・生徒指導方針について、何度か議論があり、少しずつ共通理解が深められてきている。
・関係機関、および特別支援学校からの助言、支援も受け、より広い視野で生徒対応ができている。
・１月に生徒指導研修会を実施し、より極め細やかな生徒指導を行うため、全職員の共通認識を深める。
・生徒指導に関する研修会が実施できた。
・生徒指導方針について研修会を実施した
・生徒指導研修を行い、各事項について共通理解ができた。
・本校の実情に合わせた生徒指導のあり方のようなものがこの１年で構築された。
・生徒指導、心のケア、家庭との連携が生徒の不利にならない状況でバランスよく実践できた。
・職員の指導力が高く、各々得意なやり方で指導することにより、様々なタイプの生徒に対応できている。
・日々の打ち合わせ、職員会議、生徒指導の研修会等を通して、生徒指導方針について共通理解を図ることができた。
・生徒の状況を細かくつかみ、全職員と共通理解をはかることができた。
・校内の情報交換や関係機関との連携などにより指導体制が充実している。
・会議等で全職員の共通理解が図られたことによって、学校、全職員が一体となった生徒指導が行われていた。生徒指導は全職員の共通理解の元うまくすすめられている。
・特別な配慮が必要な生徒に対して、児童相談所や子ども家庭センターと連絡を取り、より有効な生徒指導に努めた。
・必要に応じて面談や家庭訪問が実施されている。
・職員間で情報交換しながら、生徒の目線で、一体となった指導を行っている。
・面談日での個人懇談、夏休み前の3者懇談、家庭訪問等の実施で、生徒への理解を深めた。
・職員全員で個々の問題事案に関わることができている。
・問題事案発生時、部主任及び担任による家庭訪問等が非常に迅速になされた。
・神出学園から副校長を招き、研修会を実施して生徒指導に関して職員の共通理解を図った。
・アウトリーチ事業や高校生心のサポートシステムを活用し、年２回（７月と１月）不登校支援研修会を行うと共に、キャンパスカウンセラーによるカウンセリング研修会（３月）も行うことによって、個々の生徒の内面理解に努める指導法について、共通理解を図ることができた。
・心のサポートシステムで生徒の問題を共有できている。
・月１回定例で心のサポート委員会を行うことによって、配慮が必要な生徒の情報を共有し、その支援について共通理解を図ることができた。
・キャンパスカウンセラーの拡充ができ、生徒の相談できる機会が増えてきた。
・カウンセラーの派遣回数も増え、生徒・保護者・職員が相談しやすくなっている。
・カウンセラー、警察、中学校等と情報交換をしながら生徒指導に努めている。
・３月にキャンパスカウンセラーによる、カウンセリング研修会を実施予定である。
・心のサポート委員会が定例開催できており、効果が期待される。
・心のサポート委員会などの実施により、問題のある生徒についての情報共有が出来ていた。
・予想していたより、安定した滑り出しができたのではないか。
・担任による面談や家庭訪問を通して保護者の理解を得られている。
・阪神昆陽祭を通じて、生徒会執行部が行事運営に携わることができた。
・生徒会の活動を計画的組織的に運営するために年間計画や役割分担、行事の進行に至るまで生徒自身が多く関われるだけでなく、生徒の自治活動に近づく指導を行う。
・開校初年度で1年次だけであるが、剣道・陸上・ソフトテニスで全国大会者がでるなど、少しずつ部活動に関心が高まっている。

基礎・基本の徹底

進路指導 進路指導体制の充実

開かれた学校づくり

保護者・地域等への情報発
信等

・準備室以来の綿密な計画があり、ほぼ実施できた。
・目標通りの理想的な授業展開ができている。
・本校の特色を踏まえた工夫された内容であった。講義だけではなく、実際に点字を打ったり、車いすを押してみるなどの体験も通じて学ぶことのできる内容となっており、成果は大きかった。
・本校の目玉教育であり、趣向を凝らした授業が展開できたと思う。生徒は特に意識していないが、体験等を通じて確実に心を育み、より集中して授業に取り組めるようになった。特支との共同・共生の学びが上手くいっているのは、この授業の成果ともいえる。ノーマライゼーションな
どで関係機関と連携し、実際的な授業内容を展開できていると思う。
・「ノーマライゼーション」では講演、体験的授業が数多く開催され、充実したものとなった。生徒の障害に対する意識も徐々に高まってきたのではないか。
・各種ボランティア団体等から講師を招いていただき、生徒たちにとっては身近な体験ができる貴重な機会を設定していただけた。
・バスでの車イス乗降体験、高齢者体験等を実施し、深みのあるノーマライゼーション教育を展開した。
手話講座、点字講座、車いす体験など、体験的な学習を行うことによって、学校の実情に合った学習が行われている。
・生徒も真剣に取り組んでいた。とても貴重な授業である。
・伊丹市社協やボランティアグループにお願いし、実習などを通じて、よい学びが出来たと思う。
・外部講師による授業や調べ学習の発表により、生徒が主体的に興味を持ってノーマライゼーションについて学習できるように配慮されている。積極的に学ぶ生徒にとっては充実した授業である。
・外部講師の利用など関係機関と連携した取り組みを推進している。
・伊丹市社会福祉協議会等と連携し、実践的な授業を展開した。
・手話の外部講師を招き、体験的な学習に取り組んだ。
・体験的学習（車イス体験）にほとんどの生徒が興味を持って取り組んだ
・講義形式の授業の場合に集中できなくなる生徒がいるので、講師との打ち合わせを十分に行い、内容を吟味する必要がある。
・講師を依頼する場合、1部・2部・3部の1日3回講義となり、人選が難しい。
・ノーマライゼーション通信をHPに掲載することで、本校の特色を外へ配信できている。
・ノーマライゼーション通信などには発信力がある。
・ノーマライゼーション教育の推進に係る取組等について、委員会等を通じ、教職員の共通理解を図っている。
・教職員もノーマライゼーションの授業を通じて、認識を深めることができたように思う。
・各担当者の意見を集約し、「ノーマライぜーション」の実習が円滑に実施できるように協力した。
・企画担当者への負担が大きく組織として企画運営を行う必要がある。

・「ノーマライゼーション」は一部職員に仕事が偏りすぎている。中心となっておられる先生が急にお休みになる
と、他の職員はどうしていいかわからなくなるはずである（実際にそのようなことはありませんでしたが）。
・ノーマライゼーション委員会を組織し、チームで企画運営していく。
・生徒もノーマライゼーション委員を選出し、授業への積極的参加や進行に関わらせる。
・ノーマライゼーションに係る全体的な諸会議が必要である。
・講義の中に体験的な内容や視覚教材を取り入れ、よりわかりやすい内容を取り入れる。
・参加しにくい生徒も少数いた。
・一部に真面目に取り組めなかった者もいた
・外部講師の講演中に寝ていたり、体験学習に取り組まなかったり、調べ学習を主体的に進められなかったりす
る生徒が見られる。生徒のモチベーションによって、授業の習得度に大きな差がある。
・内容は大変充実していたが、生徒がついてきていない感が否めない。
・じっとして話を聞くことができない生徒が多く、講義などで落ち着かない雰囲気になることもあった。
・生徒の実態に応じた調整が必要。
・教職員も初めてのことが多く、戸惑うことが多かった。

・誰が担当してもできる「ノーマライゼーション」を構築する。
・ノーマライゼーションに係る委員会を設定し、月1回程度の頻度で、授業の計画等を議論
する。
・継続した指導をしていく。
・内容が盛りだくさんであったので、もう少し精選して、ゆっくり進めてもいいのかもしれな
い。
・担当教員を増員し、きめ細かく手厚い指導をしていく。
・担当者の経験回数などの向上、事前研修会の実施など
・入試・入学に関する説明会やオープンハイスクール、合格者召集の時、入学式等、ノー
マライゼーションの授業が始まる前から繰り返しノーマライゼーションの大切さを説明して
おく。

・準備室以来の綿密な計画があり、ほぼ実施できた。
・総合的な学習の時間には事前準備を綿密に行えた
・「総合的な学習の時間」の年間行事計画を策定した。
・「総合的な学習の時間」「ＬＨＲ」「ノーマライゼーション」の連携計画も検討し、実施した。
・総合的な学習の時間には様々な学習テーマでの授業が実施されている。
・総合的な学習の時間を利用し、生活体験発表会に向けての細やかな指導がなされた。
・継続して生活体験発表大会への取り組みを行い、自分自身を振り返るだけでなく堂々と自分について発表することができる支援をする。
・本校の実情、特色にあった内容が組まれており、計画的に進んでいる。
・生活体験発表では、生徒たちにとって初めての取組で、まだまだこちらの指導も不十分だっため、思うような成果は出なかったが、来年度にむけて改善が見込まれる。
・職業講話、進路ガイダンス等を実施し、一人ひとりの進路実現のための指導を行った。また、1月以降は地域貢献を実施予定。
・前期に実施。
・生活体験発表を通じて、発表した生徒はもちろん、発表を聞く立場の生徒も心が大きく成長するよい機会となった。総合的な学習の時間やノーマライゼーションの授業は、本校の特色を踏まえ効果的に授業が展開されている。
・生活体験発表会やプレゼンテーションの実施により創意工夫を生かした総合学習に取り組んでいる。
・生活体験発表では、生徒の真剣な取り組みがつたわってきた。

・総合的な学習の時間に係る計画等については、職員の共通理解のための諸会議が必要あり。
・「学校の特色を踏まえた学習テーマ」を設定できていない。
・生徒の実態に応じた調整が必要。
・各部の担任団は共通理解があったかもしれないが、他の部の教員は共通理解できていない部分もあった。
・まだ、１年目なので今後にむけての取り組み。
・一般教科に比べてとりくみ意識の低い生徒がいる
・カリキュラムの編成が複雑であり、様々な取り組みが具体化しにくい。

・職員研修会等・総合的な学習の時間に係る委員会を設定し、月1回程度の頻度で、授
業の計画等を議論する。
・「学校の特色を踏まえた学習テーマ」をじっくり考える時間を持つ。
・今以上に、本校の特色をだしていく。
・「生活体験発表のレベルの向上」「進路意識の向上」など、３～４ケ年を見据えた計画の
立案を検討する。
・授業内容等が共通理解できるように、何か配布物が欲しい。
・学習内容の充実を図る

・共同の学び委員会が開催された。
・委員会が開催できるようになった。
・委員会が機能し授業などでは共同学習が効果的に行えた
・交流及び共同学習委員会を複数回行い、授業の計画・改善を行った。
・交流及び共同学習に係る委員会等を実施し、両校職員の共通理解を図っている。
・学習形態や内容等の研究を進めながら、その拡充を図っている。
・「交流及び共同学習委員会」の定期実施により両校教職員の共通理解のもとに共同授業が実践できている。
・特別支援学校との共同の学びが開始された。
・交流及び共同学習委員会による意見交換は、交流及び共同学習を進める上で大変参考になっている。
・組織的な運営により職員の共通認識のもと生徒を指導していく体制を作る。共同で行う意義や方針を議論したり、研修したりして本校の進むべき方向を両校の職員が共有する。
・共同の学びの授業を通して、特別支援の生徒たち、また教員のかたとも生徒はもちろん、自分自身の交流も図ることができた。前期の音楽では、同じ場所にいても、共同で学ぶまでいかなかった生徒たちも、後期の情報の授業では少し教えあったり、会話をしている様子がみられ、
少しずつ成果が出て生きている。
・両校職員の共通理解のもと目標に向かっている。
・授業や部活動、行事のときには、両校の教員が協力して生徒の指導に当たっているため、混乱なく交流や相互理解ができている。
・４月からに比べると、両校の連携が深まってきた。生徒間も自然に交流できている。
・阪神昆陽祭で両校生徒が大いに交流した。
・文化祭や芸術鑑賞会等の行事で、両校一体となって運営をすることができた。また、各部活動においても、両校生徒が積極的に交流した活動ができた。
・芸術鑑賞会では、共同で実施できた。
・「芸術鑑賞会」を実施し、両校で文化行事に参加することで、両校生徒の感性を豊かにすることができた。
・芸術、情報、体育等の授業のみならず、文化祭などの学校行事においても、両校が共同で行い、両校生徒のふれあいが見られた。
・バスケットボール部、空手部等、多くの部活動で、交流することができた。公式戦でも両校生徒が「阪神昆陽」として出場した。
・部活でも自然に交流ができている。
・バトミントン、陸上、ダンス、空手、バスケット、サッカー部等で交流を行っている。
・部活動では交流が進んでいる。両校の交流は適度に行われており、高校の生徒も特別支援の生徒に対するイメージが変わってきているように思う。

・交流及び共同学習の短期的並びに中長期的な検証作業が必要。
・共同の学びに関わる教員数が多く、負担が大きい。
・両校の特徴がお互い理解できていなかった部分により、進展が遅れることがあった。
・交流及び共同学習の授業について、補助で入っている授業は雰囲気が分かるが、他の授業は自分の授業の
関係等で、どんな活動をしているのか分からない。
・今後、他の科目へも特別支援の生徒たちが加わることで、新たな課題が出てくることが考えられる。
・遠足のように、計画通り両校で行うことができない場合があった。
・残念ながら両校共同の遠足は実現できなかった。
・遠足は、共同で実施することができなかった。規模が大きくなると、合同での学びや行事の実施がますます難し
くなるので、方向性を模索していく必要がある。仕方のないことかもしれないが、特別支援学校のルールが厳し
く、高校と同じ動きで活動できないことが多い。
・遠足、大会（試合）などに、両校生徒が参加できるようにする点。
・今年度は、両校での遠足が実施できなかった。
・遠足は共同で実施できなかった

・両校生徒が共に学ぶ講座において、補助教員をしていましたが、補助教員の数が多い
と感じました。もう少し減らしても良いと思います。
・打ち合わせや準備を詰めていくなど。
・早期に実施時期、場所、予算等の話し合いをすすめていく。
・実施担当者の増員
・月に1回などどんな活動をしているのか、簡単な通信があっても良いかと思う。
・早め早めに計画立案し、さらに多くの場面で共同の学びができるよう工夫する。
・特別支援の教員の方と情報交換を密に行い、授業の在り方をともに考えていくことが大
切である。
・予算等を含め、次年度の年間計画を両校で念入りに計画する。

・進路指導の取組は今後の課題であり、求人開拓も含め、一つ一つ切り開いていく必要がある。生徒たちにも様々な機会に進路意識を芽生えさせようとしている先生方の取組の今後に
期待する。
・本校のこれからにとって重要な課題である。
17
・来年度は2年次生が在籍するため、進路指導計画の作成とそれに基づく着実な実践が求められる。
・生徒の卒業を視野に入れた進路指導計画を立てて欲しい。
18
・在校生の全てが高校１年生であり、卒業年次にいたっていないため、就労意識は未だ低いと思われる。しかし初年度より進路指導体系ができたということなので、高評価に値するだろ
う。

22
・最近、小・中・高校で校内暴力・体罰・いじめや自殺などが多発し、重篤かつ深刻な教育上の問題となっている。人的災害や自然災害に備えて、既に危機管理マニュアルが策定されて
いると思われるが、定期的に実地訓練をされるよう期待したい。
23･24
・家庭等との連携体制及び生徒の意識に不十分な面があると感じられる。今後の生徒数・保護者数の増加を見据え、積極的な取組が必要である。
・教員の評価が低いことが気になる。多部制の学校で生徒個々に情報提供できる仕組みをどのように考えているか。職員には、ヒヤリハットの発想を常に持ってほしい。
・生徒を大切にすることの重要性を認識して取り組んでいく必要がある。
・危機管理には家庭との連携が必須要件であるので連携を密にしていただきたい。
・兵庫県は阪神淡路大震災を経験した県である。東北大震災への支援を初めとして発生が近づいていると言われる南海トラフ巨大震災に備えた生徒たちへの防災・減災教育を充実さ
れたい。

・校外研修の活用で先生方の評価が低くなっている。多忙のため研修所等での受講が難しいという悩みかと考える。管理職、各部長は職務研修を受ける機会があるので、新しい情報
や知識を校内で伝達するなどの工夫をしてはどうか。
・生徒の学習に対する意識を向上させるためにも必要である。
19
・大学では公開講義を行い、学期末には学生に「授業評価アンケート」を実施している。教員にとっては、面はゆいところがあるが、授業内容に対する第三者評価は重要である。高校で
も教員の資質向上のために、ガラス張りの授業を実施されたい。
20･21
・社会の変化が激しい中、学校内外の研修を通して最新の知識・技能の習得に努め、教職員の資質向上を図っていただきたい。
・自己評価の欄に「外部講師を招いた職員研修は、興味深いテーマが多く、勉強になる」と記されている。予算的な制約があろうが、出来るだけ外部講師を招聘した研修会を開催して欲
しい。
・学校の活性化は、教職員の資質の向上に負うところが大である。初任者や１０年研修だけではなく、全教員が研修に勤しむ必要があるだろう。ちなみに尾﨑校長は、数年前に兵庫県
立但馬やまびこの郷の副所長の経験が有り、発達障害を伴った不登校生徒などの生活環境療法の専門家である。両校は兄弟姉妹関係にあるので、相互に研修を重ねることを勧めた
い。

・基礎基本の徹底があまりうまく進んでいないという先生方の評価かと思う。学力や学習意欲の程度が大きく違う生徒に「個に応じた指導」は徹底できにくいという先生方の思いとも受
け止めた。その中で、少人数授業が実施しやすい等の利点を生かした特色ある取組を期待する。
・生徒を大切にすることの重要性を認識して取り組んでいく必要がある。
25
・生徒の学力把握に基づく個に応じた学習指導を行い、基礎・基本の学力保障に取り組むと共に、大学等進学希望者のニーズにこたえられる授業形態が望まれる。
・小職は、講義ごとに毎回、ミニレポートの作成を学生に課してきた。そうすることによって私語や居眠りが、皆無になったことを経験しているので、参考にして欲しい。
26
・生徒の学習意欲に大きな個人差があるように思われる。授業・学習形態を創意工夫する等し、生徒一人ひとりの学習ニーズに対応するための教育システム開発の検討が必要であろ
う。
・少人数授業やティムティーチングなどが導入されているようであるが、今後も生徒たちの学力向上に尽力して欲しい。

・家庭環境、生活状況、健康管理の環境、通学状況等、多様な生徒の実態に応じた救急対応訓練を計画的に行
う必要がある。

・危機管理マニュアルは現在作成中である。
・総務怠慢のため、手がつけられていない。
・生徒の危機管理意識は低いと思われる。全体的に危機管理関係は未整備であるように思う。
・今後、生徒数職員数増加した時の対応。
・危機管理マニュアルはあるが訓練等はできていない。避難訓練はしているが、生徒の様子を見ていると危機管
理意識は低い感じがあるので、自分にも無関係のことではないと意識づけられるように指導していけたらよいと
思う。
・生徒の危機管理意識が薄い
・生徒、保護者の危機管理意識が低い。

特色ある教育課程
の編成

・多部制・単位制という利点を生かした取組を一層工夫していただきたい。
・これらの取組を基本として生徒の育成を図っていただきたい。
27
・昔と違って、現在の高校生の学習ニーズは多岐にわたっている。これらのニーズに応じたカリキュラムを作成して欲しい。とりわけ、農林水産業関係のカリキュラムの充実を期待したい。
28
・受講ガイダンスについて成果が記述されているが評価は必ずしも高くない。生徒にとり極めて大切なものであるので、さらに充実した内容・方法が望まれる。
・兵庫県という地域性を生かした特色あるカリキュラムを、構築していただきたい。

・総合的な学習の時間については、準備室の段階から検討・準備された様子が分かります。定時制生徒の生活体験発表会は対外的に生徒の発表を聞いてもらえる絶好のチャンスな
ので、うまく活用することを期待する。これらの取組を基本として生徒の育成を図っていただきたい。
29
・本県は阪神・播磨間は商業・工業地帯、山陰・丹波・但馬・淡路地域は第一次産業地帯である。このような地域性を考慮して、第一次産業の職業教育も重視していただきたい。
30
・本校の三部制という特色を生かしたノーマライゼーション教育の充実を期待したい。
31
・高質の教育を生徒達に提供するためには、平素からの教員同士のコンビネ－ションが何よりも重要である。年次が進行するにつれ、生徒も教職員も増加してくるが、「日常実践」の中
での「和」を大切にしていただきたい。

・この項目の評価が高いことを大変うれしく思う。何のために同一敷地内に高等学校と特別支援学校が作られたのかという原点に関わることであると考えるからである。全国に発信で
きるものを作っていく気概で取り組んでもらいたい。
・共に生きていく社会を目指す理念を生徒に育成するよう取り組んでほしい。
32
・三部制の高等学校が円滑に運営されるためには、職員会議での適切なコミュにケーションが必要であることは、自明の理である。
33
・多部制の高校であるメリットを生かして、共同の学びの実を上げてほしい。
34
・評価2の教職員が比較的多かった(7名)。今後校外行事についても両校で行う可能性があるのか、この評価項目・実践目標そのものに無理がないかの検討が必要である。
・運動会・文化祭・修学旅行などの学校行事は、集団の凝集性を高揚させる絶好の機会である。楽しみながら学ぶ喜びを、経験させてやって欲しい。
35
・高校生が、円満な人格を形成していく上で、クラブ活動の占める役割は大きい。部活指導に力を入れて欲しい。

・ノーマライゼーション通信を見せてもらうと、この項目についての取組の充実ぶりがよく分かる。この項目も本校にとっては生命線と言えるところであり、さらなる充実発展を願う。
・体験的な学習も取り入れ、創意工夫を生かした取組がなされている。ノーマライゼーション教育は本校の教育理念に関わるものであり、重点的に取り組まれていることが評価結果から
伺えた。
・共に生きていく社会を目指す理念を生徒に育成するよう取り組んでほしい。
36
・ノ－マライゼ－ション教育は、人権教育上、極めて重要な教科であるので、今後も教育内容のブラッシュアップを図って欲しい。
37
・小職は昨年の１１月末にノ－マライゼ－ション教育の一環として、主にバリアフリ－について３回の講義を行った。受講生の感想文では、まずまずの好評であった。
38
・本校の教職員のノ－マライゼ－ション教育に関する認識は、相当に高いものと思われた。今後も共通理解を図って欲しい。

・開かれた学校づくりについては、教員による自己評価においても概ねその目標が達成されている。
・地域社会や保護者とのつながりは有益である。
1
・ホームページは有効な情報発信手段であるため、定期的な更新に努めていただきたい。
・一新されたホームページにノーマライゼーション通信が連載されていることを高く評価したい。学校の存立基盤であり、目標でもあるノーマライゼーションの意義を校内だけでなく、広く社
会一般に向けて発信していくことは阪神昆陽にとっては使命であるとも言える。今後とも充実させてもらいたい。
・各種通信手段を駆使して、評議員をはじめとした学校運営に関するスタッフに情報を発信されたい。
2
・中高連絡協議会の実施は、生徒の学力と人格形成上、極めて重要である。
3
・本校の校訓「日常実践」を具現化するための具体的な方策を早急に策定されたい。
4
・地域の清掃にも積極的に取り組んでおられることも高く評価したい。地域住民が阪神昆陽の応援団となってくれることは、学校運営上も重要なポイントとなるだろう。
・平成２４年４月開校ということで、学校運営に戸惑いがあったと思われるが、教職員の適材適所を視野に入れながら、特定の教職員の負荷が大きすぎないように、適切な職務分掌を
期待したい。
5
・評価1の教職員が2名おり、改善の余地があるかもしれない。学校施設の開放は教職員の負担増につながるものであるが、この点を考慮しながら検討していただきたい。
・評議会のメンバ－は、多忙なスタッフも多いと思われるが、学校行事等への参加をきめ細かく、要請されてはどうかと思われる。
6
・平成２４年度は、開設初年度のため、学年会や各種委員会で忙殺されたのではないかと推察する。できるだけ能率よく運営されることを期待したい。
7
・評議会に於いて発表される内容を伺っていると、発表が簡にして要を得たものと思われた。

・学校に対する信頼を高めるため取組を進めてほしい。
8･9
・円滑な学校運営の努力が伺えるが、開催曜日の調整により教職員の出席状況の改善を図っていただきたい。
・この項目の職員評価が高いことは、管理職が中心となって職員間の意思疎通に心を砕いている成果である。学校の性格上、勤務時間の異なる教員を一つにまとめることは大変な仕
事であり、今後教員数が増える中でさらに困難が予想される。日常的に意思疎通を図る方策を考えていくことが今後の課題であろう。
・開設当初は定式化したフォ－マットがないため、戸惑いや齟齬があるかと思われるが尾﨑校長のよきリ－ダ－シップを是として、大同団結されることを期待したい。
・校務運営に関して、本校教職員の自己評価の平均値は３．５で相当に高い自己評価をしていることが分かる。このことより、初年度に赴任した教職員が、校務に専念したことが窺え
る。

10･11
・勤務時間の適正化の問題は、学校に何を求めるかという問題まで突き詰めないと合理的な解決策は出ないように思う。その中でできることはノー残業デー、ノー部活デーであると思
う。
・勤務時間の適正化に係る意識の共有化を図っていく必要がある。
・業務のIT化は、今後、ますます増進しなければならない課題であるが、一方、数値に表せない生徒たちの「心模様」を、聴くことを忘れてはならないだろう。
・ノー残業デーは、今後、教職員のメンタルヘルスを維持する上で、重要視しなければならない課題である。しかし、生きることに苦悩する生徒達のことを、忘れないでほしい。

・生徒指導の項目では、教員の記述内容から容易ではない状況が想像される。関係機関との連携を深める取組や、心のサポート事業を活用した取組に成果が上がっていると感じてい
る先生方が多いことに少し安堵している。学校の教員だけでは抱えきれない問題も多い中、警察や医療機関等の関係機関と日常的にコミュニケーションをとっておくことによって、いざ
という時に解決のための選択肢が増える。
・生徒の資質を高めることを第一義に取り組んでほしい。
12
・生徒指導体制の構築は学校運営上、重要な位置を占めるので力を入れてほしい。
13
・兵庫県臨床心理士会や兵庫県警本部などの関係機関と連携しなければならないような事案も発生することがあり、諸機関との連携は必須である。
14
・生徒達の内面的理解を図ることは、生徒指導上、最優先課題である。個人面談や家庭訪問などのきめの細かい支援を期待したい。
15
・生きることに疑問や苦悩を抱く高校生も増加している。心の専門家であるキャンパスカウセラ－を積極的に活用してほしい。
16
・評価が低い項目であり、今後も生徒の自主性を育成する指導のさらなる発展が期待される。生徒の実態を踏まえ、教職員のさらなる取組が必要である。
・生徒の自治活動である生徒会活動の充実は、生徒達を活性化するものである。健全な運営への良き指導を期待したい。

教育目標 

 １ 設置趣旨及び県が目指すべき4つの人間像を踏まえた、生徒一人一人の「生きる力」の育成 

 ２ 併設の阪神昆陽特別支援学校との交流及び共同学習の推進 

 ３ 高校生地域貢献事業等を活用した地域に愛される学校づくり 

 ４ 教職員の豊かな人間性や専門性、実践的指導力の向上 

学校経営方針 

 １ 生徒の興味・関心や、多様な学習ニーズに応じて、主体的に学ぶことができる多部制単位制高等学校として、「確かな学力」「豊かな心」「健や かな体」を育む。 

 ２ 阪神昆陽特別支援学校が同一敷地に設置されたメリットを最大限に生かして交流及び共同学習を推進し、ふれあいを通じた豊かな人間性を育むとともに、社会におけるノーマライゼーションの理念を進展する礎となる学校をめざす。 また、両校の実践を県内のみならず全国へ発信

する。 

 ３ 学校評議員制度や高校生地域貢献事業、ＹＵ・らいふ・サポート事業などを活用して、伊丹市池尻地区や尼崎市西昆陽地区など、学校周辺の地域と連携した教育活動を推進し、地域に開かれた、地域に愛される学校をめざす。 
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